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深
刻
化
す
る
中
国
の
民
族
問
題
と
民
族
区
域
自
治
制
度
の
課
題
星
野
昌
裕

特 集特 集
●
胡
錦
濤
政
権
と
頻
発
す
る
民
族
問
題

　

二
〇
〇
八
年
に
入
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
と
ウ
イ
グ
ル

を
め
ぐ
る
問
題
が
顕
在
化
し
、
中
国
の
少
数
民
族

問
題
に
対
す
る
国
際
社
会
の
関
心
が
こ
れ
ま
で
に

な
く
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
三
月
一
〇
日
に
ラ
サ
で
チ
ベ
ッ
ト

の
僧
侶
が
抗
議
行
動
を
起
こ
す
と
、
三
月
一
四
日

に
は
市
街
地
で
の
大
規
模
な
抗
議
行
動
へ
発
展
し
、

甘
粛
省
、
四
川
省
、
青
海
省
の
チ
ベ
ッ
ト
人
居
住

地
域
に
ま
で
拡
大
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
政

府
が
チ
ベ
ッ
ト
で
の
抗
議
行
動
を
計
画
的
組
織
的

な
犯
罪
行
為
と
位
置
づ
け
て
厳
し
く
対
処
す
る
方

針
を
と
っ
た
た
め
、
聖
火
リ
レ
ー
に
際
し
て
中
国

の
民
族
問
題
や
人
権
問
題
の
改
善
を
訴
え
る
グ

ル
ー
プ
が
抗
議
行
動
を
展
開
し
た
。
国
際
社
会
は

中
国
政
府
に
対
し
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四
世
と
の

会
談
を
求
め
、
二
〇
〇
八
年
五
月
四
日
に
中
国
共

産
党
中
央
統
一
戦
線
工
作
部
と
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

一
四
世
特
使
が
非
公
式
会
談
を
、
続
く
七
月
に
も

チ
ベ
ッ
ト
問
題
発
生
以
来
二
回
目
の
会
談
が
開
催

さ
れ
た
。
し
か
し
外
交
と
国
防
を
除
く
高
度
な
自

治
を
要
求
す
る
チ
ベ
ッ
ト
側
と
、
中
央
集
権
下
の

民
族
区
域
自
治
を
主
張
す
る
中
国
共
産
党
と
の
あ

い
だ
に
歩
み
寄
り
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。「
高
度

な
自
治
」と「
民
族
区
域
自
治
」を
め
ぐ
る
チ
ベ
ッ

ト
と
中
国
共
産
党
の
対
立
は
、
簡
単
に
解
決
で
き

る
問
題
で
は
な
い
。

　

チ
ベ
ッ
ト
問
題
と
並
ん
で
国
際
社
会
の
関
心
を

あ
つ
め
た
の
が
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
問
題

で
あ
る
。
と
く
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
直
前
の
八

月
四
日
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
発
生
し
た
事
件
は
記
憶

に
新
し
い
。
こ
の
事
件
は
二
八
歳
と
三
三
歳
の
ウ

イ
グ
ル
族
男
性
が
、
国
境
警
備
隊
員
の
列
に
ト

ラ
ッ
ク
で
突
っ
込
ん
だ
あ
と
手
投
げ
弾
二
発
を
投

げ
込
ん
で
、
一
六
人
を
死
亡
さ
せ
た
と
さ
れ
る
事

件
で
あ
る
。
八
月
一
日
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
治
安

を
担
当
す
る
軍
の
担
当
者
が
、
安
全
対
策
上
の
最

大
の
脅
威
と
し
て
ウ
イ
グ
ル
の
独
立
問
題
に
言
及

し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
中
国
政
府
が
ウ
イ
グ
ル

の
民
族
問
題
に
い
か
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
か

が
う
か
が
え
る
。

　

チ
ベ
ッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
の
問
題
が
示
し
て
い
る

の
は
、
中
国
が
少
数
民
族
地
域
を
安
定
的
に
統
治

で
き
て
い
な
い
実
態
で
あ
る
。
社
会
の
調
和
を
政

治
目
標
に
掲
げ
る
胡
錦
濤
政
権
に
と
っ
て
、
延
べ

一
億
人
に
の
ぼ
る
五
五
の
少
数
民
族
を
適
切
な
政

治
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
取
り
込
む
こ
と
は
、
国
家
統
合

の
保
持
と
い
う
点
か
ら
も
極
め
て
重
要
な
政
治
課

題
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
中
国
の
民
族

政
策
の
核
心
で
あ
る
民
族
区
域
自
治
制
度
の
特
徴

を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
事
例

を
通
じ
て
、
中
国
が
政
治
的
安
定
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
直
面
す
る
民
族
問
題
を
い
か
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た

い
。●

政
治
リ
ス
ク
と
し
て
の
民
族
問
題

　

政
治
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
を
揺
る
が
す
様
々
な

フ
ァ
ク
タ
ー
の
な
か
で
民
族
問
題
の
際
立
っ
た
特

徴
は
、
問
題
の
舵
取
り
を
誤
れ
ば
政
治
シ
ス
テ
ム

そ
の
も
の
が
破
壊
さ
れ
か
ね
な
い
点
に
あ
る
。
民

族
問
題
へ
の
対
応
の
難
し
さ
を
、
中
国
で
民
族
宗

教
関
連
部
局
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
を
担
当
し
て
き

た
葉
小
文
は
「
累
積
性
、
突
発
性
、
拡
大
性
、
変

異
性
、
沈
殿
性
の
連
鎖
」
と
い
う
概
念
を
使
っ
て

説
明
し
て
い
る
（
参
考
文
献
①
、
三
〇
二
～

三
〇
三
ペ
ー
ジ
）。
葉
は
民
族
問
題
の
特
徴
を
、

不
満
の
量
的
蓄
積
が
一
定
レ
ベ
ル
に
達
す
る
と
問

題
が
質
的
に
大
き
く
変
化
す
る
「
累
積
性
」、
偶

発
的
な
問
題
の
処
理
を
誤
る
と
瞬
く
間
に
騒
乱
に

発
展
す
る
「
突
発
性
」、
民
族
意
識
や
宗
教
信
仰
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の
保
護
的
心
理
が
急
速
に
蔓
延
し
集
団
的
な
対
抗

意
識
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
「
拡
大
性
」、
人
民

内
部
の
矛
盾
か
ら
敵
対
矛
盾
に
変
質
し
や
す
い

「
変
質
性
」、
拡
大
し
た
問
題
に
は
行
政
手
段
を
用

い
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
結
果
表
面
的
に
解
決

し
た
よ
う
に
見
え
る
問
題
も
、
深
層
心
理
に
沈
殿

し
て
民
族
間
に
潜
在
的
わ
だ
か
ま
り
を
残
す
「
沈

殿
性
」
の
五
点
に
求
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
が
負
の
連
鎖
を
引
き
起
こ
す
と
、

政
治
的
安
定
性
を
揺
る
が
す
ど
こ
ろ
か
政
治
シ
ス

テ
ム
そ
の
も
の
を
崩
壊
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、

こ
の
点
に
こ
そ
民
族
問
題
か
ら
み
た
政
治
の
リ
ス

ク
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
市
場
経
済

化
の
進
展
で
格
差
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
政
治
、
経
済
、
社
会
上
の
不
満
に
民
族

フ
ァ
ク
タ
ー
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
と
、
国
家
統
合
の

保
持
そ
の
も
の
が
厳
し
い
挑
戦
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

歴
史
的
に
み
て
も
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日

の
建
国
時
に
採
用
さ
れ
た
「
中
華
人
民
共
和
国
」

と
い
う
国
家
名
称
は
、
少
数
民
族
地
域
の
統
合
問

題
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
。
中
国
共
産
党
は

一
九
二
一
年
の
結
党
以
来
、
少
数
民
族
地
域
を
い

か
に
統
治
す
る
か
に
つ
い
て
、
少
数
民
族
の
自
決

権
を
承
認
し
て
の
連
邦
制
に
す
る
か
、
中
央
集
権

の
も
と
で
少
数
民
族
に
自
治
権
を
与
え
る
制
度
に

す
る
か
で
揺
れ
動
い
て
き
た
が
、
最
終
的
に
は
対

外
的
な
安
全
保
障
を
最
優
先
す
る
立
場
か
ら
連
邦

構
想
を
放
棄
し
て
、
少
数
民
族
地
域
を
社
会
主
義

的
中
央
集
権
下
の
一
地
方
と
し
て
統
治
す
る
方
針

を
決
定
し
、
ソ
連
と
異
な
る
非
連
邦
制
国
家
と
し

て
の
「
中
華
人
民
共
和
国
」
を
樹
立
し
た
の
で
あ

る
。
中
国
の
国
家
シ
ス
テ
ム
が
多
民
族
性
を
前
提

に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
少
数
民
族
問

題
の
深
刻
化
は
既
存
の
国
家
シ
ス
テ
ム
の
再
考
を

迫
る
問
題
に
発
展
す
る
。
来
年
一
〇
月
一
日
に
建

国
六
〇
周
年
を
迎
え
る
中
華
人
民
共
和
国
は
、
改

め
て
国
家
統
合
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
か
た
が
問
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

●
民
族
政
策
の
特
徴
と
そ
の
問
題
点

　

チ
ベ
ッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
に
み
ら
れ
る
少
数
民
族

の
抗
議
行
動
は
、
中
国
の
民
族
政
策
に
対
す
る
長

年
の
不
満
が
蓄
積
し
た
結
果
で
あ
る
。
中
国
の
民

族
政
策
は
民
族
区
域
自
治
制
度
と
呼
ば
れ
、
建
国

時
に
採
用
の
決
ま
っ
た
統
治
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
制
度
の
骨
子
と
な
る
一
九
五
二
年
八
月
の

「
民
族
区
域
自
治
実
施
要
綱
」
の
条
項
か
ら
、
民

族
区
域
自
治
制
度
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

　

①
自
治
区
は
中
華
人
民
共
和
国
の
切
り
離
す
こ

と
の
で
き
な
い
一
部
分
で
あ
る
。
自
治
区
の
自
治

機
関
は
中
央
人
民
政
府
の
統
一
的
指
導
を
う
け
る

地
方
政
権
で
あ
り
、
か
つ
上
級
の
人
民
政
府
の
指

導
を
受
け
る
（
第
二
条
）。

　

②
自
治
区
内
に
漢
族
居
住
区
と
そ
の
都
市
を
部

分
的
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
。
自
治
区
内
に
お
け

る
漢
族
居
住
区
の
政
権
機
関
は
、
全
国
同
様
の
現

行
制
度
を
採
用
し
、
区
域
自
治
を
実
施
す
る
必
要

は
な
い
。
た
だ
し
自
治
区
内
の
漢
族
が
と
く
に
多

い
地
区
で
は
、
民
族
民
主
連
合
政
府
を
樹
立
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
五
条
）。

　

③
自
治
区
の
人
民
政
府
機
関
は
、
区
域
自
治
を

実
行
す
る
民
族
を
主
要
な
構
成
員
と
し
て
組
織
し
、

同
時
に
自
治
区
内
の
そ
の
他
の
少
数
民
族
と
漢
族

を
、
適
当
数
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
一
二

条
）。

　

一
九
五
四
年
「
憲
法
」
に
も
民
族
区
域
自
治
の

原
則
が
盛
り
込
ま
れ
、
少
数
民
族
の
居
住
地
は
行

政
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
自
治
区
、
自
治
州
、
自
治
県

に
再
編
さ
れ
て
民
族
自
治
地
方
と
総
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
非
漢
族
は
国
家
か
ら
の
分
離
独
立
権

を
完
全
に
否
定
さ
れ
、
少
数
民
族
と
し
て
中
国
に

包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
少
数
民
族
と
し
て

享
受
で
き
る
自
治
権
は
自
治
区
、
自
治
州
、
自
治

県
の
民
族
自
治
地
方
に
居
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
得
ら
れ
る
権
利
と
さ
れ
、
民
族
自
治
地

方
は
中
央
政
府
の
統
一
的
指
導
下
に
お
か
れ
る
地

方
政
権
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

民
族
区
域
自
治
制
度
の
特
徴
を
考
え
る
上
で
き

わ
め
て
重
要
な
の
は
、
民
族
自
治
地
方
に
居
住
す

る
漢
族
に
対
す
る
政
治
権
利
の
保
障
も
盛
り
込
ま

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
族
区
域
自
治
制

度
を
体
系
化
す
る
際
の
統
治
モ
デ
ル
が
、
内
モ
ン

ゴ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
中
国
共
産
党

が
初
め
て
少
数
民
族
地
域
を
統
合
し
た
の
は
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
内
モ
ン
ゴ
ル
で
、
一
九
四
五
年

か
ら
一
九
四
九
年
に
か
け
て
中
国
共
産
党
の
指
導

下
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
民
族
区
域

自
治
制
度
を
策
定
す
る
際
に
中
国
共
産
党
が
モ
デ

ル
に
で
き
た
の
は
内
モ
ン
ゴ
ル
の
経
験
だ
け
だ
っ

た
。
そ
の
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
多
数
の
漢
族
が
居

住
し
て
い
た
た
め
に
、
民
族
区
域
自
治
制
度
は
民

特 集特 集
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族
自
治
地
方
に
居
住
す
る
漢
族
に
対
す
る
政
治
権

利
も
保
障
せ
ざ
る
を
得
ず
、
結
果
的
に
少
数
民
族

の
政
治
的
役
割
が
相
対
化
さ
れ
る
制
度
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

中
国
建
国
時
に
は
少
数
民
族
の
人
口
比
率
が
九

割
を
超
え
て
い
た
チ
ベ
ッ
ト
と
ウ
イ
グ
ル
に
つ
い

て
も
、
一
九
五
五
年
に
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、

一
九
六
五
年
に
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
が
樹
立
さ
れ
た

こ
と
で
民
族
区
域
自
治
制
度
に
取
り
込
ま
れ
た
。

統
計
上
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
で
は
現
在
も
チ
ベ
ッ

ト
族
人
口
比
率
は
九
二
％
を
超
え
て
い
る
。
し
か

し
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
へ
は
漢
族
の
移
住
が

進
み
、
漢
族
の
比
率
が
一
九
四
九
年
の
六・
七
％

か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
三
八
％
に
急
増
し
た
の
に
対

し
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
比
率
は
七
六
％
か
ら
四
四
％

に
低
下
し
た
。
民
族
区
域
自
治
制
度
の
も
と
で
新

疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
漢
族
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
が
急
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
民
族
区
域
自
治
制
度
は
少
数
民
族

の
自
治
権
を
強
調
す
る
「
民
族
自
治
」
と
、
民
族

自
治
地
方
内
で
漢
族
を
含
む
各
民
族
の
平
等
を
強

調
す
る
「
区
域
自
治
」
を
融
合
さ
せ
た
制
度
で
あ

り
、
現
実
に
政
策
を
運
用
す
る
う
え
で
は
、
民
族

自
治
と
区
域
自
治
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
は
難
し

く
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
政
策
の
比
重
が
置
か
れ
て

き
た
。
大
ま
か
に
い
え
ば
毛
沢
東
時
代
に
は
区
域

自
治
、
改
革
開
放
の
一
九
八
〇
年
代
は
民
族
自
治
、

天
安
門
事
件
後
の
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
再
び
区

域
自
治
が
強
調
さ
れ
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
と
い

え
る
。

　

文
化
大
革
命
の
期
間
を
通
じ
て
民
族
自
治
が
機

能
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
革
開
放
時
代
に
入

る
と
少
数
民
族
の
自
治
権
を
実
質
的
に
拡
大
す
べ

き
と
の
声
が
高
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
八
〇
年

に
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
起
草
さ
れ
た
「
党
の

民
族
政
策
執
行
情
況
に
関
す
る
封
書
」
は
、「
民

族
区
域
自
治
権
は
地
域
に
与
え
ら
れ
た
も
の
な
の

か
、
そ
れ
と
も
自
治
区
の
主
体
的
民
族
に
与
え
ら

れ
た
も
の
な
の
か
」、「
党
の
指
導
な
の
か
、
漢
族

幹
部
の
指
導
な
の
か
」
な
ど
、
民
族
区
域
自
治
の

本
質
を
問
い
か
け
る
問
題
を
列
挙
し
た
う
え
で
、

①
民
族
区
域
自
治
の
自
治
権
は
地
域
に
で
は
な
く

自
治
を
実
行
す
る
民
族
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
、
②
新
疆
で
は
党
の
指
導
は
一
貫
し
て
漢

族
幹
部
の
指
導
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
新
疆

全
体
の
幹
部
比
率
に
つ
い
て
は
ウ
イ
グ
ル
族
幹
部

の
割
合
が
四
五
％
（
南
疆
地
域
で
は
六
〇
％
）
を

下
回
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
少
数
民
族
幹
部

の
割
合
も
一
五
％
を
下
回
っ
て
は
い
け
な
い
、
と

い
っ
た
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い
た
（
参
考
文
献

②
、
一
八
四
～
一
八
五
ペ
ー
ジ
）。

　

一
九
八
四
年
の
民
族
区
域
自
治
法
は
法
制
化
に

よ
る
民
族
自
治
の
推
進
を
目
指
し
た
も
の
で
、
民

族
自
治
地
方
に
お
け
る
国
家
機
構
リ
ー
ダ
ー
に
関

す
る
少
数
民
族
籍
の
優
遇
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

民
族
区
域
自
治
法
は
、
民
族
自
治
地
方
の
人
民
代

表
大
会
常
務
委
員
会
主
任
あ
る
い
は
副
主
任
、
ま

た
政
府
首
長
に
当
地
の
主
要
な
少
数
民
族
が
担
当

す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
し
か
し
民
族
自
治
地
方

の
実
質
的
な
最
高
指
導
者
で
あ
る
中
国
共
産
党
委

員
会
書
記
に
は
民
族
籍
規
定
が
適
用
さ
れ
ず
、
現

在
も
漢
族
指
導
者
が
こ
の
ポ
ス
ト
を
独
占
し
続
け

て
い
る
。
民
族
区
域
自
治
法
が
制
定
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
少
数
民
族
に
と
っ
て
中
国
共
産
党

一
党
支
配
体
制
と
は
、
漢
族
に
よ
る
政
治
権
力
の

独
占
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
制
度
へ
の
不
満
か
ら
、
改
革
開
放
時

代
に
入
っ
て
も
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
は
抗
議

行
動
が
頻
発
す
る
が
、
中
国
政
府
は
そ
の
背
景
に

宗
教
思
想
上
の
問
題
が
あ
る
と
認
識
し
、
メ
ッ
カ

巡
礼
の
人
数
規
制
と
い
っ
た
宗
教
活
動
の
取
り
締

ま
り
を
強
化
し
た
。
さ
ら
に
愛
国
主
義
と
結
び
つ

く
「
中
華
」
の
受
容
を
少
数
民
族
に
迫
り
、
国
家

観
、
民
族
観
、
歴
史
観
の
共
有
化
に
よ
る
国
家
統

合
の
強
化
を
狙
っ
た
。
言
語
に
つ
い
て
も

二
〇
〇
一
年
の
「
民
族
区
域
自
治
法
」
改
正
で
少

数
民
族
に
対
す
る
漢
語
授
業
の
低
学
年
化
を
決
め

た
。
中
国
社
会
に
包
摂
さ
れ
た
少
数
民
族
が
、
与

え
ら
れ
た
環
境
の
な
か
で
社
会
的
地
位
の
向
上
を

成
し
遂
げ
る
に
は
、「
中
華
」
の
受
容
や
漢
語
能

力
の
向
上
が
必
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
を
政
策
と
い
う
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
を

使
っ
て
強
制
す
れ
ば
新
た
な
民
族
摩
擦
を
生
み
出

す
だ
け
で
あ
ろ
う
。

●
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
み
る
民
族

政
策
の
現
状
と
課
題

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
事
例
か
ら
中
国
の
政

治
的
安
定
性
を
議
論
す
る
た
め
に
は
、
今
日
の
新

疆
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
か
を
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。政
府
系
の
報
告
書（
参

考
文
献
③
）
は
、
自
治
区
の
問
題
と
し
て
以
下
の

諸
点
を
あ
げ
て
い
る
。
①
自
治
区
内
に
お
け
る
民
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既
定
方
針
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ベ
ク
ト
ル
は

少
数
民
族
の
政
治
的
役
割
を
相
対
化
し
て
政
治
的

安
定
を
は
か
る
方
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
「
内
向

き
」
な
政
策
の
効
率
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
治

安
維
持
機
能
の
強
化
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
③
に
示
さ
れ
る
政
治
意
識
の
高
い
少

数
民
族
リ
ー
ダ
ー
や
知
識
人
た
ち
の
不
満
を
さ
ら

に
充
填
す
る
結
果
を
招
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
と
関

係
の
深
い
④
に
関
し
て
も
、
中
国
政
府
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
「
非
合
法
」
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

例
え
ば
メ
ッ
カ
巡
礼
な
ど
に
関
し
て
イ
ス
ラ
ム
教

徒
が
政
府
と
同
じ
認
識
を
も
つ
の
は
難
し
い
。

　

⑤
の
大
衆
的
抗
議
行
動
の
な
か
に
、
ど
れ
ほ
ど

民
族
的
差
異
に
起
因
す
る
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る

か
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
い
か
な

る
形
で
あ
れ
年
間
に
一
三
〇
〇
件
も
の
問
題
が
発

生
し
て
い
る
事
実
は
看
過
で
き
な
い
。
新
疆
ウ
イ

グ
ル
自
治
区
の
抗
議
行
動
が
民
族
問
題
と
ク
ロ
ス

し
た
と
き
の
リ
ス
ク
の
大
き
さ
に
は
十
分
な
注
意

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

民
族
自
治
地
方
の
政
治
的
安
定
を
は
か
る
に
は
、

少
数
民
族
の
不
満
を
や
わ
ら
げ
る
柔
軟
な
政
策
と
、

少
数
民
族
を
統
制
す
る
あ
る
種
の
強
硬
な
政
策
の

あ
い
だ
で
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し

か
し
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
事
例
か
ら
は
、

後
者
の
比
重
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
現
実
が
う

か
が
え
る
。
つ
ま
り
権
力
者
側
の
強
力
な
ハ
ー
ド

パ
ワ
ー
が
、
現
状
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
か
ろ
う
じ

て
維
持
す
る
源
泉
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
少

数
民
族
が
現
状
の
不
満
を
抱
え
込
ん
だ
状
態
で
共

産
党
支
配
が
弛
緩
す
れ
ば
、
中
国
の
政
治
的
安
定

性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

結
局
、
民
族
矛
盾
を
暴
発
さ
せ
な
い
た
め
に
は
政

治
改
革
を
進
め
る
以
外
に
な
い
が
、
一
党
支
配
の

中
央
集
権
制
を
と
る
中
国
が
政
治
改
革
を
進
め
れ

ば
、
そ
れ
は
単
な
る
政
治
制
度
の
調
整
に
と
ど
ま

ら
ず
、
国
家
統
治
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
問
い
直

す
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
ほ
し
の　

ま
さ
ひ
ろ
／
静
岡
県
立
大
学
国

際
関
係
学
部
准
教
授
）

　《
参
考
文
献
》

①
葉
小
文
『
宗
教
問
題　

怎
麼
看
怎
麼
弁
』
宗
教

文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

②
馬
大
正
『
国
家
利
益
高
于
一
切―

新
疆
穏
定

問
題
的
観
察
与
思
考
』
新
疆
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
。

③
阿
不
都
扎
熱
克
・
鉄
木
爾
『
二
〇
〇
五
～

二
〇
〇
六
年
新
疆
経
済
社
会
形
勢
分
析
与
預

測
』
新
疆
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

族
別
・
個
人
別
の
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
お
り
、

こ
の
状
態
が
長
く
続
け
ば
新
疆
の
民
族
関
係
に
負

の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
高
い
。
②
経
済
発
展

と
と
も
に
異
民
族
間
接
触
が
増
大
し
、
す
で
に
多

く
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
③
民
族
意
識
の
高

ま
り
に
も
と
づ
く
少
数
民
族
幹
部
の
政
治
的
要
求

が
日
増
し
に
強
ま
っ
て
い
る
。
④
非
合
法
な
宗
教

活
動
が
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。
⑤
賃
金
、
福
利

厚
生
、
汚
職
な
ど
に
不
満
を
持
つ
大
衆
的
抗
議
行

動
が
二
〇
〇
五
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
に

一
三
〇
〇
件
を
超
え
て
い
る
、
な
ど
で
あ
る
。
こ

れ
ら
五
点
に
関
連
づ
け
て
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

の
現
状
と
課
題
を
論
じ
て
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
は
経
済
振
興
の
た
め

に
多
額
の
資
金
が
投
入
さ
れ
て
お
り
、
少
数
民
族

の
所
得
を
増
や
す
こ
と
で
民
族
意
識
の
暴
発
を
防

ご
う
と
す
る
思
惑
が
見
え
て
く
る
。
た
し
か
に
ウ

ル
ム
チ
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
、
ト
ル
フ
ァ
ン
な
ど
を
訪

問
す
れ
ば
、
過
去
十
数
年
来
の
高
度
成
長
を
実
感

で
き
る
。
し
か
し
、
経
済
成
長
の
向
上
が
政
治
安

定
に
直
結
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
と
く
に
新
疆
の

場
合
、
自
治
区
の
経
済
成
長
が
漢
族
人
口
の
大
量

流
入
を
も
た
ら
し
て
い
る
点
が
重
要
で
、
ウ
ル
ム

チ
市
内
も
漢
族
街
と
ウ
イ
グ
ル
族
街
に
二
分
さ
れ

て
い
る
。
上
記
①
、
②
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
民

族
問
題
に
と
っ
て
は
沿
海
部
と
の
地
域
間
格
差
よ

り
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
経
済
格
差
の
ほ
う

が
よ
り
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
自
治
区
に

お
け
る
民
族
間
の
富
の
分
配
に
対
す
る
慎
重
な
配

慮
が
求
め
ら
れ
る
。

　

政
治
面
に
つ
い
て
も
民
族
区
域
自
治
の
維
持
が
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